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を求めて奔走し、晴れて 2008 年度、「科学とジェンダー」開講にこぎつけた。 
  学術院長は、ご自身、一回の授業を担当なさることを約束していたが、あの調
子でいったいどのような講義をするのだろうかと心配で、私は采女先生と二人で
聴講にあがった。ところが、院長は統計データを駆使し、ご自身の問題意識に基
づいた（予想以上の！？）素晴らしい講義をされて、授業後、采女先生と手を叩
いて喜びあったものだ。理工のトップが学生にジェンダーについて語る、そのこ
とだけでも、この授業の意義は大きいのではないか、と満足であった。 
  「科学とジェンダー」では、ポーラやトヨタなど、企業で活躍する理系研究者を
講師として招聘したり、多忙を極める理工系専任教員のスケジュールを調整する
など、コーディネーターとしての采女先生のご苦労は多かった。私も試験の出題
や採点集計など、微力ながらお手伝いをさせていただいたが、先生のご尽力を身
近に見てきた者として、ご退職後もこの授業を継続し、充実させていかなければ
ならないと強く感じている。 
先生は 19 世紀ドイツの作家、ゲオルク・ビューヒナーの研究者である。そのつ
ど、先生の論文の抜き刷りをいただき、ビューヒナーの二巻本の『全集』までち
ょうだいした。ビューヒナーは夭折の作家で、高い評価を得た文学者にして革命
家であった。現代ドイツにおいて最も権威ある文学賞にその名を残している。采
女先生がなぜこの作家に惹かれたのか、在職中にお尋ねする機会を逸してしまっ
た。先生は、作家の妹で女性運動に身を投じたルイーゼ・ビューヒナー（1821‐
1877）の未完の作品を訳し、この作品に関する論考を発表なさっている。19 世紀
半ば、ギムナジウムの少年たちと個性的な教員たちとのやりとりが、采女先生の
紡ぐ滑らかな訳語によって再現される。「自由はどんな犠牲にも、そう、最大の犠
牲にも値します・・・それに比べれば、命などとるに足らぬものです。奴隷とし 
て生きるより、自由に死ぬ方がましなのですから」。文学に疎い私だが、作中のル
ートヴィヒ少年の自由を語る言葉に、若き革命家ゲオルク・ビューヒナーの声を 
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聞き、1848年革命前夜のドイツの情景を生き生きと思い描くことができた。文学
の面白さとはこういうものだと、先生に教わった気がする。 
 大学を辞めても、いつでも電話してくれていいのよ、と先生はおっしゃってく
ださった。いつも私が相談を持ちかけてばかりだが、いつか先生のご研究につい
てゆっくりお伺いする時間がもてれば、と思う。欲を言えば、ビューヒナー兄妹
ゆかりのドイツの地を先生と一緒に歩き、街の古いカフェで、彼らが生きたドイ
ツ社会とはどんなものだったのか語り合うことができたら、と思う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
